




























呉でも元気にデモ

＇ 

フ
ィ
リ
ビ
ン
で

は
、
6
月
2
8
日
、

ニ
ラ
か
ら
バ

タ
ー
ン
半
島
に
あ
る
ス

ー

ビ

ッ
ク
米
海
軍
基
地
に
む
け
て
自
動
車

デ
モ
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
ス
ー
ビ

ッ
ク
基
地
前
で
4
0
0
名
が
「
ア
メ
リ

力
は
出
て
ゆ
け
」
と
叫
ん
で
抗
議
行
動

を
し
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
つ
＂け
た

風
船
と
び
ん
が
空
と
運
河
に
放
た
れ
た
。

メ
ッ

セ
ー
ジ

に
は
「
こ

れ
を
拾

っ
た
方

の
所
に
は
、
ス
ー
ビ
ッ
ク
で
核
爆
発
や

ス
ー
ビ
ッ
ク
碁
地
へ

自
動
車
デ
モ

マ

岡
と
熊
本
か
ら
独
自
に
そ
れ
ぞ
れ
1
0
名

位
の
反
甚
地
ツ
ア
ー
が
佐
世
保
を
訪
れ
、

世
界
の
同
時
行
動
の
人
々
と
志
を
共
に

し
ま
し
た
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
の
軍
備
撤
廃
の

た
め
の
週
末

●
6
月
27ー

29日

スピーチの合い間にはロック・パンドの演
霙があって、出店も並び、ちょっとしたお祭
U、という感じの集会患景。
デモの途中で風船を集めて型どったニュー
ジャージーを ‘'解体”。 育い海の色をした風
船はひとつひとつ、道行く人たちに配られま
した。（横須賀）

戦
艦
ヽ
ヽ
ヽ
ズ
ー
リ
を

小
舟
で
包
囲

横
須
賀
、
呉

佐
世
保
で
行
動

●
日
本

海
洋
の
軍
事
化
の
危
険
性
を
訴
え
、

そ
れ
に
反
対
す
る
世
界
的
な
世
論
を
つ

く
る
た
め
に
、
「
海
の
軍
傭
撤
廃
の
た

め
の
週
末
」
が
、

6
月

21ー
2
9
日
の

3

日
間
、
世
界
中
の
海
軍
関
連
施
設
の
近

く
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
各
地
か
ら
届
い
て
い
る
報
告
は

わ
ず
か
で
す
が
、
日
本
の
行
動
も
含
め

て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
で
は
本
土
に
あ
る
三
大
海
軍
基

地
、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
て
同
時
行

動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

横
須
賀
で
は
、
2
8
人

の
呼
び
か
け
人

の
呼
ひ
か
け
を
受
け
て
約
6
5
団
体
、
2

2
0
個
人
が
実
行
委
員
会
を

つ
く
り、

「
コ
モ

ン
・
デ
イ
ト
6
.
2
9
太
平
洋

民
衆
と
と
も
に
戦
艦
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
を
止
め
よ
う
／
」
と

い
う
名
称
で
集

会
と
デ
モ

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

海
洋
の
軍
拡
は
、

い
ま
日
本
で
は
ト

マ
ホ
ー

ク
の
配
備
と
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー

の
8
月
寄
港
と

い
う
形

で
私
た

ち
の
前
に
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
世
界

同
時
行
動
の
中
で
こ
の

問
題
を
強
く
訴

核
事
故
が
あ
っ

た
と
き
に
は
放
射
能
も

届
き
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
基

地
前
の
集
会
で
は
、

「
ア
メ

リ
カ
の
核

戦
略
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
民
を
犠
牲
に

し

よ
っ
と
し
て
い
る
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

●
ア
メ
リ
カ

6
月
2
8
日
、
時
差
を
考
え
る
と
日
本

の
行
動
と
ち

ょ
う
ど
同
じ
時
刻
に
、
戦

艦
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
の

兄
弟
艦
、
ミ
ズ

ー
リ
が
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ゲ
ー
ト

・
プ
リ

ッ
ジ
の
あ
た
り
で
2
5
隻
の
小
舟
の
ピ
ー

ス
・
ネ
イ
ビ
イ
に
包
囲
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
戦
艦
、
、
、
ズ

ー
リ

の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス

コ
に
通
じ
る
道
路
を
抗
議
団
が
封

鎖
し
1
5
0
名
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た。

原
潜
の
巣
屈
と
言
わ
れ
る
米
コ
ネ
チ

カ

ッ
ト
州
グ
ロ
ト
ン
で
は
3
8
番
目
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
級
原
潜
ヘ
レ
ナ

の
進
水
式

に
抗
議
し
て
6
月
2
8
日
、
造
船
所
の
ゲ

ー
ト
前
で
ダ
イ
・
イ
ン

が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

「
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
阻
止
連
合
」

の
1

0

0
名
が
参
加
。
ヘ
レ
ナ
を
建
造

し
た
ゼ
ネ
ラ
ル

・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
社

の
子
会
社
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク

・
ボ
ー
ト

社
の
造
船
所
の
前
で
三
時
間
の
坐
り
込

ト
マ
喰

行
動
計
画
実
現
へ

カ
ン
パ
を

え
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港

反
対
運
動
の
具
体
的
な
第

一
歩
に
も
し

よ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
強
い
雨
。
そ

れ
で
も
、
か
け
値
な
し
に
5
0
0
人
の

人
々
が
集
ま
り
、
臨
海
公
園
で
集
会
を

し
た
あ
と
米
軍
基
地
の
前
を
通
る
デ
モ

を
し
た
。

横
須
賀
の
草
の
根
運
動
の
人
々

が
こ

の
日
は
多
勢
参
加
し
て
出
店
を
出
し
た。

高
校
生
の

ロ
ッ
ク

・
バ
ン

ド
が
参
加
し

た
他
、
キ
リ

ス
ト
者
の
参
加
も
多
か
っ

た
。
そ
し
て
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
寄

港
を
本
当
に
止
め
な
け
れ
ば
、

と
い
う

草
の
根
の
真
剣
な
気
持
が
準
備
段
階
か

ら
強
く
伝
わ

っ
て
く
る
行
動
で
し
た
。

呉
で
は
、

「
6

.
2
9
ア
ク
シ
ョ
ン

・

イ
ン
・
ク
レ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
中

国
地
方
の
反
核
・
反
基
地
運
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
含
め
、
3
4
団
体
が
こ
の
行

動
の
た
め
に
実
行
委
員
会
を
組
み
、
当

日
約
1
2
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

逓
広
島
の
労
働
者
や
、
関
西
か
ら
の
参

加
者
、
そ
し
て
地
元
の
Y
W
C
A
か
ら

の
参
加
が
印
象
的
だ

っ
た
。
市
民
運
動

の
集
会
で
、
呉

で
1
0
0
人
以
上
が
集

ま
っ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
。

佐
世
保
で
は
、
集
会
と

い
う
形
の
催

し
は
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福

み
を
行
な
っ
た
の
ち
、
ダ
イ
・

イ
ン
は

警
察
の

阻
止
線
の
外
で
敢
行
さ
れ
ま
し

こ。t
 ●
太
平
洋
運
動

6
月
の
国
際
共
同
行
動
を
準
備
し
た

反
ト
マ
ホ
ー
ク

・
ア
ジ
ア
太
平
洋
運
動

（

「
海
の
軍
備
撤
廃
を
／
．
太
平
洋
運
動
」

に
改
称
）
は
、
運
動
を
さ
ら
に

発
展
さ

せ
る
た
め
の
行
動
計
画

（
大
衆
的
な
宣

伝
を
す
す
め
る
。
1
9
8
7
年
に
太
平

洋
反
核
ポ
ー
ト
会
議
の
開
催
な
ど

）
を

立
て
ま
し
た
。
こ
の
行
動
計
画
を
実
行

す
る
た

め
に

、
運
動
に
参
加
し
て
い
る

国
々
の
人
々
に
カ
ン
パ
を
訴
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
非
核

・
独
立
の
ア
ジ

ア
太
平
洋
を
創
り
出
す
た
め
に
…
…

●
カ
ン
。
ハ

送
り
先

郵
便
振
替
口
座
東
京
9
,
1
8
8
9

2

8

口

座

名

反

ト

マ

ホ

ー
ク

・

ア
ジ
ア
太
平
洋
運
動
基
金
（
カ
ン
。
ハ

一
口
1
、
0
0
0
円
特
別
カ

ン。ハ

一□
1
0
、
0
0
0
円

）

連
絡
先
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

2
1
5

|

9

。
ハ
ル
青
山
5
0
2
号

い
虫
社

25 24 
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連
続
し
て
講
座
を
開
い
て
き
た
「
核

甚
地
日
本
を
考
え
る
講
座
」
、
6
月
1
3

生
陥
の
8
6
平
和
ア
ク
シ
ョ
ン
の
t
婦
た

ち
か
受
け
入
れ
先
と
な
っ
て
、
今
、
全

国
の
グ
ル
ー
。
フ
と
の
交
流
会
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ヘ
イ
タ
ー
さ
ん
は
看
護
婦
を
し
な
か

ら
反
核
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
か
、

今
は
「
念
願
か
な
っ
て
」

P
N
D
が
給

料
を
出
す
専
従
員
に
な
れ
た
そ
う
で
す
。

P
N
D
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
米
軍

の
艦
船
か
最
も
多
く
寄
港
し
て
い
る
フ

リ
ー
マ
ン
ト
ル
に
近
い
パ
ー
ス
に
根
拠

地
を
置
い
て
反
核
運
動
を
展
開
中
。
「
日

本
の
反
核
、
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
と
の

実
り
多
い
話
し
合
い
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
彼
女
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
約

1
0
0
日
間
、
1
0
月
初
め
ま
で
滞
在
の

ま
た
、

7
月

18
日
か
ら
2
0
日
。
反
ト
マ
ホ
ー

ク
首
都
圏
運
動
は
、
佐
世
保
市
長
と
長

一

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
反

対
の
気
遍
、
急
上
昇

地
域
か
ら

・
”
佐
世
保
市
長
、
長
崎
県
知

1
事
に

N
0
/
N
J
で
面
会

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
首
都

圏
運
動

0
3
.
4
9
8
.
6
0
9
5

梅
林
宏
道

6
月
に

11

戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
8
月
下
旬
寄
港
か
？
“
の
ニ
ュ

ー
ス
が
伝
わ
る
や
い
な
や
、
さ
っ
そ
く

毎
週
木
曜
の
夕
方
に
街
頭
で
反
対
を
訴

え
る
運
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
7
月
2
7
日
に
は
労
働
者
総
合
会

館
に
軍
事
評
論
家
の
海
棠
新
さ
ん
を
招

い
て
「
核
艦
船
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を

止
め
ろ
／
7
．
2
7
京
都
集
会
」
を
開
催
。

こ
れ
を
機
に
、
反
戦
、
反
核
や
反
原
発

に
取
り
く
ん
て
き
た
仲
間
た
ち
が
集
ま

っ
て
新
た
に

11

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄

港
阻
止
京
都
実
行
委
員
会
“
（
仮
称
）

を
結
成
す
る
た
め
の
話
し
合
い
が
着
々

と
進
行
中
で
す
。
と
に
か
く

8
月
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
ス
ラ
イ
ド
、
ポ
ス
タ
ー
、

ハ
ガ
キ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ

て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
反
対
し
よ
う

と
意
気
ご
ん
で
い
ま
す
。

ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会

0
7
5

•255. 

0
2
6
1
 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
降
、

東
京
で
も
集
会
、
デ
モ
、
ビ
ラ
情
宣
、

放
射
能
電
話
相
談
室
等
々
と
、
多
彩
な

取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

7
月
4
日
に
は
、
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
と
放
射
能
の
恐
怖
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
場
を
一
杯
に
埋
め
る
4

0

0
名
の
人
々
が
集
ま
り
、
こ
の
問
題

の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
い
つ
も
の
反
原
発
の
運
動
で
は
見

ら
れ
な
い
人
々
が
多
数
参
加
し
て
い
た

こ
と
か
目
に
つ
き
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
高
木
仁
―
―
一
郎
さ
ん

が
事
故
の
全
体
的
な
説
明
を
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
さ
れ
た
ば
か
り
の
市

川
定
夫
さ
ん
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

情
況
、
放
射
線
の
影
響
等
の
話
し
が
聞

け
ま
し
た
。
他
に
、
豊
崎
博
光
さ
ん
（
カ

メ
ラ
マ
ン
）
が
太
平
洋
の
被
爆
者
の
情

況
と
の
対
比
、
そ
し
て
、
三
輪
妙
子
さ

ん
が
原
発
の
な
い
社
会
の
あ
り
方
な
ど

今
回
の
申
し
入
れ
の
目
的
は
ふ
た
つ
。

ひ
と
つ
は
、
自
治
体
と
マ
ス
コ
ミ
に
二

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
は
何
か
、
い
か
な

る
目
的
で
西
太
平
洋
に
来
る
の
か
に
つ

い
て
資
料
を
も
っ
て
正
確
な
事
態
を
伝

え
る
こ
と
。
特
に
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
証

拠
を
示
す
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
日

本
政
府
に
た
よ
る
の
を
や
め
、
自
治
体

が
独
自
の
非
核
の
行
動
を
起
す
必
要
性

を
訴
え
る
こ
と
で
し
た
。

佐
世
保
市
は
、
文
書
回
答
を
約
束
、

長
崎
県
は
文
書
回
答
は
慣
例
で
な
い
と

の
こ
と
、
し
か
し
、

N
H
K
、
テ
レ
ビ

長
崎
が
県
へ
の
申
し
入
れ
を
報
道
。
2

日
間
で
7
つ
の
新
聞
記
事
か
こ
の
こ
と

を
報
じ
ま
し
た
。

2
0
日
に
は
、
佐
世
保
現
地
闘
争
本
部

（
長
崎
県
評
な
ど
）
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
反
対
集
会

(
2
0
0
0
人
参
加
）

で
福
岡
、
熊
本
、
長
崎
の
仲
間
の
元
気

な
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

予
定
。

日
の
第
5
回
は
「
日
米
安
保
批
判

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
安
保
を
斬
る
」
と
題
し

て
、
武
藤
一
羊
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
ま

し
た
。

崎
県
知
事
に
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

寄
港
反
対
の
行
動
を
要
請
す
る
た
め
に

直
接
面
会
し
よ
う
と
佐
世
保
へ
行
き
ま

し
た
。

三—テ

キィウィフルーツ入り‘'ヒ°ースチョコ’'はいかが？
ニュージーランドの非核政策は今、アメリカやイギリスの圧力やそれに同調す

るH本、オーストラリアの介入によって苦しい立場に立たされようとしています。

ニュージーランドが非核を続けるため、そして私たちが反核の意志でつながるた

めに、ささやかであっても、応援の気持を形にしたいと思いました。

注文はトマ喰い虫社まて。

24個入リ 1箱1200円、 3箱以上割引きあリ。
運動として扱われる方への卸値について相談に応じます。

私たちもニュージーランドの

非核政策につながれます

6
月
8
日
に
、
「
上
瀬
谷
基
地
は
い

ら
な
い
ウ
ド
の
会
」
と
「
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
」
の
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
6
月
集
会
実

行
委
員
会
が
共
催
で
「
じ
ょ
う
だ
ん
じ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
反
核
グ
ル
ー
。
フ

P
N
D
（
核
撤
廃
の
た
め
の
人
々
）
の

一
員
、
ジ
ョ
ー
・
ヘ
イ
タ
ー
さ
ん
(
2
6

歳
）
が
日
本
に
滞
在
中
。
生
活
ク
ラ
プ

通
信
基
地
に

こ
だ
わ
り
続
け
て
＿
年

先
の
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
以
後
、
中
国
地
方
の
各
地
で
原
発

に
反
対
す
る
ビ
ラ
ま
き
や
学
習
会
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
特
に
5
月
に
は

い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
集
ま
っ
て
「
中
国

地
方
反
戦
・
反
原
発
・
反
火
電
等
住

民
運
動
・
市
民
運
動
交
流
会
」
を
開
き

ま
し
た
。
島
根
原
発
の
あ
る
島
根
県
、

青
谷
気
高
原
発
計
画
の
あ
る
鳥
取
県
の

両
県
知
事
と
の
交
渉
も
実
現
。
交
渉
で

は
島
根
原
発
1
号
炉
の
即
時
停
止
、
同

2
号
炉
の
建
設
中
止
、
中
国
地
方
の
全

家
庭
に
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
な
ど
を
要
求

反
核
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

元
気
に
歩
くよ
さ

み

刈
谷
市
に
あ
る
依
佐
美
送
信
所
（
通

信
甚
地
）
に
反
対
す
る
ビ
ラ
を
、
某
地

周
辺
の

1
5
0
0
戸
に
配
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
6
月
1
7
日
に
は
、
ス
ラ
イ
ド

「
依
佐
美
送
信
所
と
ア
メ
リ
カ
の
核
戦

略
」
の
初
の
上
映
会
。
続
く
2
4
日
に
は

名
古
屋
市
で
、
武
藤
一
羊
さ
ん
（
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
）
、
「
ト

マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会
」
の
仲
間

と
一
緒
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
翌

日
の
2
5
日
に
は
名
古
屋
市
か
ら
依
佐
美

ま
で
歩
く
「
反
核
ウ
ォ
ー
ク
・
ラ
リ
ー
」

を
行
な
い
ま
し
た
。
早
朝
5
時
に
出
発

し
て
刈
谷
市
内
の
公
園
で
は
集
会
を
開

催
、
約
6
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
付

近
の
農
家
の
人
た
ち
か
飛
ひ
入
り
参
加

す
る
な
ど
、
な
か
な
か
活
気
の
あ
る
行

動
に
な
り
ま
し
た
。

あ
い
ち
反
戦
の
会

0
5
2
.
7
6
2
.

5
1
1
8
 

4
鳥
取
、
島
根
両
県
知
事

＿
ー
に
原
発
中
止
の
交
渉

富
永

チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
事
故

と
原
発
を
考
え
る

2
5
 

一

ゃ
な
い
よ
っ
／
．
気
が
つ
け
ば
核
珪
地
ー

ー
上
瀬
谷
某
地
は
い
ら
な
い
6
月
集
会
」

を
開
き
、
会
場
の
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
旭

セ
ン
タ
ー
に
は
約
8
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
ウ
ド
の
会
」
は
昨
年
夏
に
結
成
さ

れ
て
丸
一
年
。
こ
れ
ま
で
の
月
々
の
例

会
で
の
勉
強
会
を
積
み
重
ね
た
成
果
を

初
公
開
の
ス
ラ
イ
ド
に
盛
り
こ
ん
で
み

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
通
信
基
地
へ
の

こ
だ
わ
り
を
地
域
で
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
！
ウ
ド
の
会

0
4
5
.
3
6
3
.
1
1
1
1
内
線

4
地
域
か
ら

7米りし
5子強ま
市くし
政交た
研渉゜
0 を今
8 続後
5 けも
9 て引
•しヽき・ ・

3 く続
3 予き
・定‘
6 でね
4 すば

゜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

女
性
が
反
核
留
学

5
月
1
1
日
、
え
び
の
市
の
国
有
林
に

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る

V
L
F
（
超

長
波
）
送
信
所
予
定
地
ヘ
ハ
イ
キ
ン
グ

に
出
か
け
ま
し
た
。
地
元
、
人
吉
の
市

民
た
ち
、
建
設
反
対
呼
び
か
け
団
体
な

ど
4
0
人
か
参
加
し
て
片
道
5
キ
ロ
の
道

を
て
く
て
く
。
ま
ず
は
足
と
目
で
確
か

め
よ
う
、
と
い
う
の
か
こ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
で
す
。

く
ま
も
と
市
民
セ
ン
タ
ー

0
9
6
.
3

4
5
.
5
9
0
4
 

通
信
基
地
予
定
地
へ

ハ
イ
キ
ン
グ

を
、
報
告
、
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

首
都
圏
で
は
、
1
0
月
2
6
日
の
「
反
原

子
力
の
日
」
に
向
け
て
、
6
月
末
よ
り

「
原
発
止
め
よ
う
／
．
東
京
行
動
」
と
い

う
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
動
き
出
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

原
発
止
め
よ
う
1
・
東
京
行
動
（
代
表
・

原
子
力
資
料
情
報
室
）

0
3
.
2
9
3

•O641 
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音

三宅

＼い三
池

三宅島空滋,n・港

雄山▲

軍
事
拿
砥
反
対
の
声

2000m 
し•一—

東
京
都
三
宅
村
は
、
浜
松
町
か
ら
定
期

便
の
船
で
約

5
時
間
、
飛
行
機
で
約

1
時

間
の
距
離
に
あ
る
。

厚
木
基
地
に
匹
敵
す
る

2
0
0
0メ
ー

ト
ル
滑
走
路
と
空
港
設
備
が
必
要
と
さ
れ

る
軍
事
基
地
建
設
の
候
補
地
と
し
て
名
か

あ
が
っ
て
か
ら
約

3
年
。
ア
メ
リ
カ
の
航

空
母
艦
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
の
艦
載
機
が
夜
間

離
発
着
訓
練
（
略
称

H
L
P
)
を
す
る
た

め
の
施
設
建
設
を
目
標
と
す
る
政
府
自
民

党
、
防
衛
庁
は
、

7
0
0
0億
円
に
も
の

ぼ
る
見
返
り
公
共
事
業
援
助
金
を
ち
ら
っ

か
せ
て
、
村
民
に
建
設
受
け
入
れ
を
迫
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
人
口

4
2
5
0人
中

の
約

8
割
に
も
お
よ
ぶ
島
民
た
ち
が
反
対

の
声
を
あ
げ
、

2
5
O
D人
が
参
加
す
る

「
官
民
共
用
空
港
に
反
対
す
る
会
」
を

84年

に
結
成
。
村
長
、
議
会
、
住
民
が
＿
体
と

な
っ
た
反
対
運
動
を
続
け
て
い
る
。

活
の
場
所
を
よ
く
す
る
こ
と
に
責
任
が

あ
り
、
義
務
な
わ
け
で
す
。
地
方
自
冶

で
、
そ
の
地
域
が
よ
く
な
れ
ば
日
本
全

体
が
豊
か
に
な
る
し
、
社
会
全
体
が
よ

く
な
る
。

い
ま
の
よ
う
に

他
力
1
1
国
の

カ
で
開
発
し

て
も
ら
う
よ
う
な
考
え
方

は
捨
て
な
き
ゃ
い
か
ん
。

よ
そ
か
ら
活
力
を
導
入
し
て
も
、
そ

れ
は
見
せ
か
け
の
活
力
で
あ
っ
て
本
当

に
住
民
の
た

め
に
は

な
ら
ん
で
す
よ
。

こ
こ
に
こ
れ
た
け
の
緑
と
自
然
が
あ

っ

て
、
い
い
気
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
島

に
、
な
ん
で
厚
木
で
い
や
が
ら
れ
、
全

国
で
嫌
わ
れ
、
沖
縄
の
様
に
住
民
の
生

活
を
破
壊
す
る
も
の
を
も
っ
て
く
る
の

か
。
そ
ん
な
も
の
を
わ
れ
わ
れ
が
協
力

三宅島三宅島は東京から約180キロ
の位置にある伊豆七島のひとつで、面積
55.1畑．周圃351an、人口約4250人。昭和
に入つてからだけでも 3回の火山噴火を
体験。岩ノリ、くさや、濃厚牛乳の産地。

ー

三
宅
島
の
人
々
が
、

こ
れ
だ
け
か
ん
ば
っ
て
い

る
、
そ
の
理
由
は
何
で
し

ょ
う
か
。

寺
沢

う

1
ん
、
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
誰
に

も
侵
さ
せ
な
い
。
自
分
た

ち
で
守
る
ん
だ
と
い
う
郷

土
愛
が
根
底
に
あ
っ
て
、

思
想

・
信
条
が
先
に
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
か
ら
、
こ
ん
な
に
団
結
し
て
強
い
ん

だ
と
思
っ
て
ま
す
よ
。

ー

空

港

建

設

で
島
の
産
業
振
興
が
は

か
ら
れ
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
。

寺
沢

三
宅
島
は
、
伊
豆
諸
島
の
な

か
で
も
最
も
噴
火
の
危
険
が
多
い
島
な

す
る
必
要
が
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と

を
各
自
治
体
や
地
域
住
民
が
主
張
し
て
、

自
分
の
所
に
は
作
ら
せ
な
い
、
と
い
う

気
持
で
い
け
ば
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
す

よ
。
だ
か
ら
、
安
保
反
対
と
か
ト
マ
ホ

ー
ク
反
対
と
は
三
宅
島
の
住
民
は
い
わ

な
い
け
れ
と
も
、

こ
う
い
う
一
っ
ひ
と

つ
の
事
で
強
硬
に
反
対
す
れ
ば
、
そ
ん

な
目
的
も
最
終
的
に
達
成
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

三
宅
島
は
、
運
命
共
同
体
の
よ
う
な

連
帯
が
、
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
歴
史
の
な
か
て
形
成
さ
れ
て
き
て

い
ま
し
た
か
、
空
港
問
頗
で
精
神
的
に

分
裂
し
、
き
ず
な
が
失
わ
れ
て
き
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も

＂モ

ノ
も
金
も
い

寺
澤
晴
男
さ
ん

1
9
3
7年
三
宅
島
生
ま
れ
。
国
学

院
大
学
卒
。
膏
ヶ
島
中
学
校
、
都
立
拍

涵
窃
校
教
員
、
東
京
都
教
育
委
員
会
社

会
教
育
主
亭
を
経
た
後
、
三
宅
島
に
隔

り
、
現
村
長
を
務
め
る
。

ん
で
す
。
こ
の

50
年
間
に
も
3
回
の
大

噴
火
を
経
験
し
て
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
住
民
は
生
き
て
き
た
。
む
ろ
ん

行
政
の
保
障
も
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
自
分
た
ち
で
や
る
以

外
に
な
か
っ
た
。
他
力
本
願
と
い
う
よ

り
は
、
そ
の
度
、
自
分
た
ち
で

活
路
を

り
ま
せ
ん
ょ
“
と
い
い
た
い
。
見
返
り

で
島
を
興
そ
う
な
ん
て
、
一
部
の
人
間

は
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の

人
た
ち
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
よ
。
官
民

共
用
空
港
作
っ
て
、
う
る
さ
い
か
ら
と

防
音
工
事
や
っ
て
何
に
な
り
ま
す
か
。

電
話
料
の
割
引
や
テ
レ
ビ
の
視
聴
料
減

免
措
置
を
や
っ
て
何
に
な
り
ま
す
か
。

そ
ん
な
も
の

＂欲

し
く
あ
り
ま
せ
ん
“

と
い
い
た
い
ね
。

厚
木
碁
地
の
騒
音
訴
訟
の
東
京
高
裁

判
決
。
あ
れ
は
、
騒
音
が
う

る
さ

い
と

い
う
の
は
住
民
の
わ
が
ま
ま
だ
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
判
決
で
し
ょ
。
国
民
は
公

共
の
た
め
に
が
ま
ん
し
ろ
と

い
う
わ
け

だ
。
そ
ん
な
判
決
あ
っ
て
い
い
も
ん
で

す
か
。
安
保
は
日
本
を
守
っ
て
く
れ
る

た
め
の
協
定
。
政
府
の
い
い
分
を
か
り

れ
ば
、
東
西
対
立
で
日
本
が
安
全
を
守

っ
て
い
る
の
は
安
保
の
お
か
げ
と
な
り

ま
す
ね
。
そ
ん
な
に
国
民
が
豊
か
に
な

る
た
め
の
法
律
で
あ
っ
た
ら
、
た
と
え

一
握
り
と
い
え
ど
も
、
そ
こ
で
苦
し
む

住
民
か
い
た
ら
、
何
の
た
め
の
安
保
条

約
だ
、
と
も
い
い
た
く
な
り
ま
す
ね
。

ー
ー
空
港
建
設
で
基
地
交
付
金
が
入
り

施
設
が
整
う
と
い
う
話
に
は
。

買
え
な
い
心
の
豊
さ

切
り
拓
い
て
き
て
い

る
。
だ
か
ら
、
今

回
の
件
で
＂
国
益
“
1
1
世
界
の
な
か
の

一
員
“
と
称
し
て
自
分
た
ち
が
犠
牲
を

負
っ
て
推
進
せ
ね
は
な
ら
ん
と
い
う
の

は
、
わ
か
ら
ん
で
す
よ
。

地
方
自
治
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で

も
そ
こ
に
住
む
人
々
が
自
分
た
ち
の
生

寺
沢
そ
う
い
う
事
は
、
よ
く
い
わ

れ
ま
す
よ
。
例
え
ば
交
付
金
で
会
館
が

建
つ
。
古
く
な
れ
ば
建
て
直
さ
な
け
れ

は
な
ら
な
い
。
そ
の
時
、
防
衛
庁
や
国

に
行
く
。
防
衛
庁
は
、
建
て
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
、
そ
の
代
り
に
こ
う
い
う
施
設

を
作
ら
せ
て
く
だ
さ

い
、
と
だ
ん
だ
ん

条
件
を
重
ね
て
、
そ
れ
を
の
ま
な
け
れ

ば
金
は
出
せ
な
い
と
言
う。

そ
れ
に
、
維
持
費
、
人
件
費
な
ど
は

国
が
負
担
し
ま
せ
ん
か
ら
、
す
べ
て
自

治
体
や
住
民
の
負
担
に
な
る
。
今
の
公

民
館
、
学
校
、
役
場
な
ど
の
施
設
を
維

持
す
る
だ
け
で
も
公
民
館
が
ひ
と
つ
建

つ
ぐ
ら
い
の
金
が
毎
年
か
か
っ
て
い
ま

す
よ
。
そ
の
上
に
立
派
な
公
民
館
を
建

て
て
誰
が
利
用
す
る
ん
で
す
か
。
例
え

ば
、
す
こ
し
照
明
が
明
る
く
な
っ
た
公

民
館
が
で
き
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活

や
心
の
豊
さ
は
、
そ

ん
な
も
の
じ
ゃ
買

え
な
い
ん
で
す
よ
。

空
港
作
っ
て
、
住
民
か
夜
も
眠
れ
な

い
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
し
た

ら
。
子
供
た

ち
の
発
育
不
良
、
妊
婦
が

流
産
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
行
政
の
財

政
力
が
豊
か
に
な
る
。
そ
ん
な
政
治
は

て
き
ま
せ
ん
。
住
民
を
犠
牲
に
し
て
、

何
が
三
宅
村
の
発
展
で
す
か
。
住
民
あ

っ
て
の
三
宅
島
な
ん
で
す
か
ら
。

モ
ノ
も
金
も
い
り
ま
せ
ん

住
民
あ
っ
て
の

三
宅
島
な
ん
で
す
か
ら

29 
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トマホーク最新情報

予算審議にあわせて行われる恒例 ①通常弾頭対地攻柴用ミサイルT 上艦や潜水艦に設置することによっ たそれは、わが攻撃型潜水艦と水上 /Nは生き残り核戦力 (NRF)にと 潜水艦垂直発射トマホークMK45

のS.J.ホステットラー海軍少将のト LAM/Cが第三世界への介入兵器 て、私たちは攻撃能力を倍加するこ 戦闘艦船の大部分から陸上目標を高 ってうってつけの兵器です。海軍の カプセル発射ヽンステム(CLS)は、

マホークに関する議会証言が入手で として極めて重視されている。 とができます。これは、計画されて 度な打撃力でたたくことを可能にし 多数の船に分散することによって、 試作段階であり、開発試験を成功裡

きたので紙面の許すかぎりその主要 ②核抑止力の飛躍的向上を核トマ いる空母戦力の水準を越えて攻撃能 ます。 TLAM/Cが空母艦載機と 国家政策である核抑止とNRFの目 に完了して技術評価と実戦配備評価

部分を訳出する。特に、今日、海軍 ホークに期待している。 力を多方面に散らせることになりま ともにより多数配備されたとき、私 的を支えつつ、 TLAM/Nはアメ の段階に予定通り進もうとしていま

当局がトマホーク・システムを軍事 ③トマホーク能力をもった潜水艦 す。その結果、ソ連はすべての戦闘 たちの手にする選択の幅が広まり、 リカの戦域司令官に重要な、生き残 す。原潜ピッツバーグ (SSN720) 

的にどう位置づけているかを理解す 数は1985年末に15隻、 1986年末に グループの船を潜在的な脅威と見ね 核戦争のしきいを高めるような通常 り可能で持続性のある非戦略核戦力 が初期の潜水艦水中試験用に垂直発

るのに役立つだろう。また配備の進 は25隻になる予定である。 ばならずソ連の対応を複雑にさせる 兵器による攻撃を選択可能なものに を与えることができます。また、そ 射CLSとミサイルを準備しました。

行状況を知る上でも貴重である。注 ④トマホーク能力をもった水上艦 でしょう。〈中略〉。 ならしめるでしょう。 れは国家司令機構 (NCA)に、戦略 〈中略〉。 CLSは原潜フ゜ロビデン

目すべき点は次の通り。 数は1986年3月時点で8隻である。 たとえば、対艦トマホーク (TAS システムに頼ることなくエスカレー ス(SSN719)とそれ以後のロサン

M)は、通常弾頭一発で大きな損傷 対地攻撃用核トマホーク ションのコントロールに関する選択 ゼルス級原潜に12発の外部ミサイル

を相手に負わせることができます。 前述しましたように、対地攻撃用 の幅を広げることを可能ならしめま 発射能力を付与することになるが、

●ホステットラー合同巡航ミサイル計画局長の証言 また、従来よりも水上艦や潜水艦の 核トマホーク (TLAM/N)は1984 す。 この能力は一個の魚雷を排除するこ

攻撃射程距離を4~5倍に伸ばし、 年6月に艦隊に導入されました。そ TLAM/Nを実戦配備すること となく重要なる戦術的改良をもたら

1986年3月11日米下院予算委員会国防小委員会 250マイルの作戦距離をとることが れは、作戦距離1500マイルに核弾頭 によって、アメリカ海軍は今日海軍 すものです。

できます。さらに目標探索能力が広 を運搬するものです。 TLAM/N 力や他のいかなる戦域兵力によって 水上艦発射トマホーク

背景 備は1983年3月に戦艦ニュージャー がったため敵艦の照準・攻慇能力が はアメリカの戦域司令官に核戦争の もカバーできていない広大な陸地面 水上艦発射トマホークも予定通り

昨年、述べましたように、海事の ジーに、 1984年4月に戦艦アイオワ 強化されました。 抑止と抑止が破れた場合に陸上標的 積を危険に曝すことのできる能力を 進行しています。今年の主要な成果

目標は戦争を抑止すること、そして に完成しました。〈中略〉。このT 通常弾頭の対地攻撃型トマホーク を危険に曝すためのより高い能力を もった艦隊を、現行の14隻体制（注 は、垂直発射能力を艦隊に導入した

もし抑止が失敗したときには敵の攻 LAM/Cの艦隊への導入は水平モ (TLAM/C)は、 トマホーク計画 世界的な広がりで与えました。 TL ：トライデント戦略原潜のこと）か ことでした。海上にある船からの初

撃に効果的に対応することです。従 ードの攻撃をするミサイルに限って の心臓部分であると私は信じていま AM/Nの軍事的な有用性は、第一 ら190隻以上の潜在力をもった体制 めての垂直発射は1985年5月に、海

って、私たちは現有の艦船や建造中 行われました。垂直降下モードの攻 すが、一連の陣容の水上艦や潜水艦 義的には、現存するもの、建造計画 の艦隊へと移行させることになりま 軍艦船ノルトン・サウンド (AVM-

の艦船の能力を広範囲の作戦を遂行 撃のできる通常弾頭対地攻撃用ミサ に設置された暁には、海軍に新しい 中のものを含めて、大量の潜水艦と す。〈中略〉。 1)から行われました。垂直発射に

できるように極大化する方法を見出 イルが量産用の型式です。より広い 打撃能力を付与するでしょう。この 水上艦に配備されることによって重 対する作戦評価は先月に行われまし

す必要があります。海洋発射巡航ミ 範囲の陸上目標に対して有効な直降 兵器は、艦船やさまざまな陸上目標 大な攻撃的火力を広範に分布させる 潜水艦発射の巡航ミサイル た。最初の垂直発射巡洋艦となった

サイル・トマホークはそのための努 下モードの攻撃は、予定より早く実 をたたくたぬの単一の通常弾頭を装 ことに起因にします。 TLAM/N 潜水艦発射の計画は予定通り進行 バーク・ヒル (CG-52)が1986会

力に重要かつ経済的な貢献をするも 戦評価を成功裡に完了し、今月後半 着する場合と多くの小爆弾を内蔵す は最小限のリスクとコストで世界的 しています。 1985年の終わりには合 計年度中に試験を完了するでしょう。

のです。 に実戦配備されようとしています。 る弾頭を装着する場合があります。 な広がりでの攻撃能力を達成するこ 計15隻のトマホーク能力をもったロ く中略〉。

トマホークは単に一つの武器では これらすべての種類のミサイルは、 その多様性と 500~700マイルの射 とを通して、ソ連に新しいスペクト サンゼルス級およびスタージョン級 戦艦ニュージャージーは最新の装

なく、数種類の形のミサイルと、数 攻撃型潜水艦、巡洋艦、駆遂艦、戦 程は海軍戦闘に新しい可能性をひら ルの脅威を与え抑止を強化するので 潜水艦が存在しました。 1986年には 備状態に引き上げられたのち再承認

種類の形の発射台と、水上艦と潜水 艦など、現存の艦船および将来でき きつつあります。 す。加えるに、 TLAM/Nは、生 更に10隻がトマホーク能力をもつに されました。計画されている 4隻の

艦の複雑な混合システムよりなる一 るすべての種類の海軍の艦船に配備 き残り核戦力に寄与することによっ 至るでしょう。トマホークを装備し 戦艦のうちニュージャージーとアイ

群の兵器体系です。 される予定です。またミサイルは、

水上艦配備は
て、わが戦略的抑止の目的にも役立 た潜水艦は、今日、世界に広がる作 オワの2隻が、現在トマホークを承

現在、艦船に配備されている海洋 今日戦艦ニュージャージーや戦艦ア ちます。 戦領域に日常的に配備され、その多 認され、 32発のトマホークを配備す

発射型のミサイルは、対艦攻撃用ト イオワに設置されている装甲箱型発 B隻が完了 対地攻撃の目的では、空母艦載機 目的な任務を遂行するにあたって潜 る能力をもっています。 3番目の戦

マホーク (TASM)、通常弾頭対地 射台、現在のロサンゼルス級潜水艦 とTLAM/Nの結合が空母戦闘団 水艦火力を大幅に強化しています。 艦ミズーリは、ここニカ月以内に再

攻撃用トマホーク (TLAM/C)、 にあるような攻撃型潜水艦の魚雷発 通常弾頭の対地攻撃用ミサイルは、 の柔軟性と効率を非常に高めます。 トマホークの潜水艦配備を支援す 就役する予定です。

核弾頭対地攻撃用トマホーク (TL 射管、そして近い将来にスプルーア 空母艦載機の消耗が激しすぎる場合 空母艦載機の護衛下にある多数の水 るために、潜水艦母艦と海岸施設の 1985会計年度の間に 5隻の艦船

AM/N)の三種類です。 ンス級、アーレイ・バーク級の駆遂 にそれを補助したり補完したりしま 上艦や独立航行している前進配備の 改造も予定通り継続されてきました。 (3隻の駆遂艦と 2隻の巡洋艦）が

TASMは潜水艦および水上艦に 艦、ひき続いてロサンゼルス級潜水 す。それは、より高価な航空機やパ 多数の潜水艦の攻撃半径が高まるこ 1985年の末には 7隻の潜水艦母艦 トマホーク承認ずみとなりました。

全面的に実戦配備中です。 TLAM 艦に設置される予定の垂直発射台な イロットを危険にさらすことなくア とによって、ソ連は360度の方向か と3カ所の海岸施設が潜水艦オペレ この結果｀今日までに海軍には8隻

/Nは、予定通り 1984年6月に実戦 ど、さまざまな発射ヽンステムから発 メリカの意志と決意の表明として、 ら圧倒的な脅威に曝されることにな ーターヘの支援能力を獲得しました。 のトマホーク能力をもった水上艦が

配備状態に入りました。 TLAM/ 射することができます。 限定的でよく計算された対抗手段を り、彼らはそれに有効な対抗争段を グァム島とマリアナ諸島の海軍弾薬 備ったことになります。

Cのうち水平攻撃モードのものの装 この多様な兵器群を広い範囲の水 講ずることを可能にするのです。ま もたないのです。従って、 TLAM 施設が現在改造中です。
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そ
し
て
今
日
い
ぜ
ん
と
し
て
、
パ
ナ
マ
、

ハ
ワ
イ
、
グ
ァ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、

米
軍
事
力
に
と
っ
て
の
要
衝
、
策
源
地

と
し
て
の
地
位
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
世
界
国
家
と
し
て
の
ア

メ
リ
カ
、
海
洋
戦
略
の
展
開
、
海
外
根

拠
地
の
確
保
は
今
な
お
有
効
さ
を
失
っ

て
い
な
い
三
位
一
体
の
関
係
に
あ
る
と

＊
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言
え
よ
う
。

第
二
次
大
戦
後
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に

お
い
て
も
、
海
洋
戦
略
と
海
外
根
拠
地

は
、
世
界
国
家
ア
メ
リ
カ
の
切
札
、
と

い
う
よ
り
、
そ
れ
な
し
に
は
一
歩
も
進

め
ぬ
「
前
提
条
件
」
で
あ
っ
た
。
も
し

太
平
洋
の
排
他
的
使
用
権
と
日
本
・
グ

ァ
ム
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
基
地
が
な
か
っ

た
と
仮
定
し
た
な
ら
ば
、
米
軍
は
朝
鮮

＊
⑥
I
 

戦
争
に
お
い
て
仁
川
上
陸
作
戦
を
な
し

ヽ
ぇ
｀

己

▲原子力空母カールビンソン

(1984年 12月横須賀）

1

9

8

0
年
代
に
入
っ
て
、
太
平
洋

を
め
ぐ
る
軍
事
情
勢
が
大
き
く
動
く
よ

太
平
洋
を
舞
台
に
し
た

核
の
せ
め
ぎ
あ
い

「
ハ
ワ
イ
と
わ
が
海
上
権
力
の
将
来
」

「
中
米
地
峡
と
海
上
権
力
」

「
合
衆
国
と
そ
の
新
し
い
属
領
と
の

関
係
」

読
む

「
フ
ィ
リ
ビ
ン
と
将
来
」

こ
れ
ら
の
論
文
や
記
事
は
ど
れ
も
、

＊① 
シ
ー
パ
ワ
ー
思
想
の
確
立
者
と
し
て
知

ら
れ
、
「
海
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
＊
ゆ
」

と
称
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
人

A
.
T
・マ

*
R
 

ハ
ン
に
よ
っ
て
、
今
世
紀
初
頭
前
後
に

書
か
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
米
海

車
大
学
校
の
二
代
目
校
長
に
就
任
し
た

マ
ハ
ン
大
佐
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
通

じ
て
。
ハ
ナ
マ
運
河
の
開
さ
く
に
よ
る
太

太
平
洋
を
背
景
と
し
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
続
け
る
軍
事
情
勢
。
と
り
わ
け
、

80年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
米
、
ソ
、
核
保
有
二
大
国
が
「
核
の
せ
め
ぎ
合
い
」

の
舞
台
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
で
、
い
よ
い
よ
太
平
洋
の
波
は
荒
立
て
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
置
か
れ
た
基
地
を
点
と
し
な
が
ら
、
そ
の
点
を
結

ぴ
つ
つ
展
開
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
海
洋
戦
略
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
ソ
連
の
動

き
を
歴
史
的
、
状
況
的
に
分
析
し
な
が
ら
、
太
平
洋
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
戦

略
が
私
た
ち
に
も
た
ら
す
意
味
を
考
え
た
い
。

得
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
期
間
を
通
じ
、
空
母
か
ら
の
「
北

爆
・
南
爆
」
を
実
施
し
得
た
か
ど
う
か
、

考
え
て
み
る
だ
け
で
十
分
だ
。
ソ
連
を

そ
の
領
域
周
辺
に
封
じ
込
め
、
ア
メ
リ

力
が
主
導
権
を
持
っ
て
核
抑
止
戦
略
を

達
成
す
る
に
は
、
海
外
支
配
力
の
独
占

的
維
持
は
、
西
側
同
盟
国
支
配
、
先
端

技
術
支
配
と
な
ら
ぶ
基
本
的
な
要
因
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

前
田
哲
男
●
軍
事
評
論
家

平
洋
、
大
西
洋
の
両
洋
艦
隊
の
建
設
、

お
よ
び
海
軍
根
拠
地
と
し
て
の
ハ
ワ
イ
、

グ
ァ
ム
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
確
保
を
強
く

進
言
し
た
。

「
合
衆
国
が
海
外
に
植
民
地
や
軍
事

根
拠
地
を
ぜ
ん
ぜ
ん
持
た
な
い
と
す
れ

ば
」
と
彼
は
言
う
。
「
戦
時
に
お
い
て

そ
の
軍
艦
は
陸
棲
の
鳥
の
よ
う
な
も
の

で
、
自
国
の
沿
岸
か
ら
離
れ
て
遠
く
飛

翔
す
る
こ
と
は
で
、
き
な
い
で
あ
ろ
う
」

こ
の
大
海
軍
主
義
と
太
平
洋
へ
の
膨

張
政
策
を
政
治
面
で
強
力
に
推
進
し
た

の
が
テ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
で
あ
り
、
ア
ー
サ
ー
と
ダ
グ
ラ
ス

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
父
子
と
フ
ィ
リ
ビ
ン

と
の
関
係
も
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
と
太
平
洋
と
の
つ
な
が

り
は
、
こ
の
よ
う
に
マ
ハ
ン
に
よ
る
大

海
事
主
義
に
触
発
さ
れ
、
形
成
の
歩
を

刻
む
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
基
地
と
海

洋
戦
略
」
と
い
う
両
面
に
構
造
的
な
変

化
を
強
い
る
衝
撃
が
加
え
ら
れ
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
衝
撃
と
は
、

米
・
ソ
に
よ
る
地
球
レ
ベ
ル
の
「
核
の

せ
め
ぎ
合
い
」
の
舞
台
が
太
平
洋
（
目

下
の
と
こ
ろ
そ
の
北
西
部
）
に
持
ち
込

ま
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
米
軍
が
対
ソ
戦

略
を
組
み
替
え
、
新
兵
器
の
配
備
と
新

し
い
同
盟
国
（
基
地
運
用
）
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
、
の
両
面
か
ら
や
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
太
平
洋
で
の
核
軍
拡
の
進

展
、
核
危
機
の
増
大
と
い
う
現
象
は
、

米
・
ソ
に
よ
っ
て
一
方
的
に
強
い
ら
れ

た
状
況
と
、
最
近
の
日
米
防
衛
協
力
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
、
甚
地
提
供
国
の
側

で
選
び
取
っ
た
状
況
の
二
つ
が
、
同
時

進
行
し
、
ま
た
相
互
刺
激
し
な
が
ら
危

機
を
加
速
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
米
・
ソ
ヘ

向
け
ら
れ
る
「
海
洋
の
非
核
化
」
と
い

う
全
般
的
な
テ
ー
マ
と
、
米
に
対
し
て

向
け
ら
れ
る
「
核
某
地
化
反
対
」
の
目

標
は
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
も
の
と
し
て

把
え
ら
れ
、
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

、。

な
し太
平
洋
の
波
を
荒
立
て
て
い
る
第
一

の
側
面
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
米
・
ソ

の
新
世
代
海
中
核
（
潜
水
艦
発
射
戦
略

ミ
サ
イ
ル

1
1
S
L
B
M
)
が
配
備
さ
れ

m吋
ゎ
＇
唸
i

①
シ
ー
パ
ワ
ー
思
想
国
家
が
発
展
す
る
た

め
に
海
洋
を
利
用
す
る
能
力
を
重
視
す
る

考
え
方
。
外
洋
に
展
開
で
き
る
強
力
な
海

軍
力
を
軸
に
、
制
海
権
を
確
保
し
て
、
沿

岸
国
へ
の
影
響
力
を
拡
大
し
敵
対
国
を
封

じ
こ
め
る
。
現
在
で
は
、
海
洋
の
核
戦
力

が
シ
ー
パ
ワ
ー
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
連
で
も
ゴ
ル
シ
コ
フ
提
督
が
提
唱
し
、

ソ
連
海
軍
を
強
化
し
た
。

②
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ

(
1
7
8
0
i
1
8
3
1
)
プ
ロ
シ
ャ
（
旧

ド
イ
ツ
）
陸
軍
少
将
。
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦

争
に
参
加
。
後
に
数
々
の
戦
争
理
論
を
著

わ
し
た
。
代
表
作

『戦
争
論
』
の
テ
ー
ゼ

「
戦
争
は
軍
事
的
手
段
を
も
っ
て
す
る
政

治
の
延
長
で
あ
る
」
は
有
名
で
あ
る
。

③
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
セ
イ
ヤ
ー
・
マ
ハ
ン

(
1
8
4
0
ー
1
9
1
4
)

ア
メ
リ
カ
海

軍
少
将
。
シ
ー
パ
ワ
ー
思
想
の
創
始
者
。

1
8
9
0
年

『歴
史
に
お
け
る
シ
ー
パ
ワ

1

の
影
響
』
（
邦
訳
•
海
上
権
力
史
論
）

の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
史
分
析
か
ら

公
海
に
お
け
る
シ
ー
パ
ワ
ー
の
恒
久
的
確

立
の
重
要
性
を
説
い
た
。

④
大
海
軍
主
義
海
外
で
の
自
国
の
権
益
や

支
配
を
守
る
た
め
に
は
、
外
洋
に
展
開
で

き
る
強
大
な
海
軍
力
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
思
想
。

⑤
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
軍
事
力
の
増
強
に
よ
っ

て
、
世
界
的
な
影
響
力
、
支
配
力
の
拡
大

を
競
い
あ
う
こ
と
。

⑥
仁
川
上
陸
作
戦

1
9
5
0
年
6
月
に
は

じ
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
、
朝
鮮
人
民
軍
（
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
に
圧
倒
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
軍
、
韓
国
軍
は
釜
山
ま
で
追

い
つ
め
ら
れ
た
。
こ
の
戦
局
を
逆
転
さ
せ

る
た
め
に
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指

揮
の
国
連
軍
が
、

9
月
1
5
日
ソ
ウ
ル
付
近

ィ
ン
チ
？

の
仁
川
に
上
陸
。
仁
川
を
占
領
、
さ
ら
に

ソ
ウ
ル
も
占
領
し
た
。
背
後
を
つ
か
れ
た

人
民
軍
は
3
8
度
線
へ
押
し
も
ど
さ
れ
た
。
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""I 

た
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
太
平
洋
の
一

角
か
ら

モ
ス
ク
ワ
と
ワ
シ

ン
ト
ン
に
核
の
狙
い
が
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で

北

洋
漁
場
と
し
て
し
か
知
ら

れ
る

こ
と
の
少
な
か
っ
た
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
ベ
ー
リ

ン
グ
海
、
ア
ラ
ス
カ
湾
な

ど
に
は
、
核
策
源
地
と
し

て
の
意
味
と
力
が
宿
る
作

用
を
も
た
ら
さ
れ
た
。
拿
⑦

核
弾
道
｀
、
、
サ
イ
ル
を
潜

水
艦

に
積
ん

で
、
海
中
か

ら
敵
の
政
戦
略
中
枢
を
照
準
下
に
置
こ

う
と
す
る
試
み
は
、

1
9
6
0
年
、
米

原
潜
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
に
ボ
ラ

リ
ス

A
1
1
型
S
L
B
M
が
装
備
さ
れ

た
時
以
来
の
も
の
だ
が

、
特
に
米
側
に

と
っ
て
、
こ
の
海
か
ら
の
照
準
は
、
時

*
8
 

の
経
過
と
と
も
に
核
の
三
本
柱
(
I
C

B

M
、
戦
略
爆
撃
機
、

S

L

B
M

)
の

中
で
も
最
重
要
視
さ
れ
る
戦
力
と
な
っ

た
。
な
に
し
ろ
海
洋
は
陸
地
の

二
倍
以

上
あ
り
、
そ
の

海
洋
を
手
中
に
お
さ
め

て
核
配
備
す
る
こ
と
は
、
米
本
土
に
対

す
る
ソ
連
の
核
攻
撃
力
を
散
ら
す
、
あ

り
が
た
い

効
果
を
持
つ
と
考
え

ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

S
L
B
M
は
ア
メ

リ
カ

略
海
域
と
し
、
ペ
ト
ロ
パ
プ
ロ
フ
ス
ク

と
パ
ン
ゴ
ー
ル
が
戦
略
原
潜
の
基
地
と

し
て
対
峙
す
る
「
長
距
離
核
戟
力
」
次

元
の
せ
め
ぎ
合
い
。

こ
の
核
の

海
・
核
基
地
・
核
発
射
体

を
防
護
す
る
目
的
の
た

め
に

、
米
・

ソ

両
国
の
通
常
海
軍
戦
力
（
ソ
連

の
太
平

洋
艦
隊
と

ア
メ
リ
カ
の
第
七
艦
隊
）
が

従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
な
ど
に

あ
る
通
常
海
軍
基
地
（
横
須
賀
、
佐
世

保
な
ど

）
も
同
様
で
あ
る
。

の
米
太
平
洋
前
進
基
地
群
（
グ
ァ
ム
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
な
ど
）
と
、

ソ
連
極
東
基
地
群
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
な
ど
）
と
の
間
に

形
成
中
の
「
中
距
離
核
戦
力
」
次
元
の
＊
⑩
 

対
決
圏
。
す
な
わ
ち
「
限
定
核
戦
争
」

＊
⑪
 

の
戟
域
。

こ
こ
で
は

ソ
連
の

S
S
2
0
、‘、
サ
イ
ル

と
ア
メ
リ
カ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ

イ
ル
が
主
役
と

な
る
。
ソ
連
は

S
S
2
0

の
ほ
こ
先
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
グ
ァ
ム
、

日
本
列
島
、
朝
鮮
半
島
に
あ
る
米
軍
甚

地
に
向
け
、
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
爆
撃
機

で
米
空
母
艦
隊
が
ソ
連
の
核
聖
域

へ
接

近
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
態
勢
を
つ
く

る。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
、
対
ソ
包
囲

戦
力
で
あ
る
第
七
艦
隊
に
巡
航
｀
｀
、
サ
イ

ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
を
追
加
し
、
グ
ァ
ム

の
B
5
2
に
空
中
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル

を

が
保
有
す
る
戦
略
核
弾
頭
の
過
半
数
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
サ
イ

ル
の

射

程
が
延
び
る
に
つ
れ
て

（
ポ

ラ
リ
ス
ー

ボ
セ
イ
ド
ン
ー
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
）
、
戦

略
原
潜
の
作
戦
待
機
海
域

（
モ
ス
ク
ワ

向
け
ミ
サ
イ
ル
発
射
海
域

）
は
、
6
0
年

代
に
は
北
大
西
洋
、
地
中
海
、
7
0
年
代

に
は
加
え
て
イ
ン
ド
洋
、

80
年
代
に
は

さ
ら
に
北
西
太
平
洋
と
拡
が
っ
た
。
西

海
岸

の
バ
ン
ゴ
ー
ル

（
ワ
シ

ン
ト
ン
州

）

に
は
戦
略
原
潜
用
基
地
が
建
設
さ
れ
、

太
平
洋
海
空
軍
の
優
先
任
務
お
よ
び
太

平
洋
某
地
群
の
使
命
も
、
「
対
ソ
核
抑

止
」
を
軸
に
再
編
さ
れ
て
い

く
こ
と
に

な
る
。

＊
⑫
 

装
備
し
て

、
先
制
第

一
撃
能
力
の
維
持

を
計
る
。

こ
の
中
距
離
核
戦
力
に
よ
る

対
峙
は

S
L
B
M
が
太
平
洋
を
移
動
す

る
こ
と
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
明
確
に
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
に

せ
よ
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
限
定
核
戦

域
と
同
じ
意
味
を
太
平
洋
の
周
辺
諸
国

に
も
与
え
る
。

③
在
日
米
軍
基
地
な
ど
を
足
場
と
す
る

示
威
行
動
の
強
化

ア
メ
リ
カ
の
第
七
艦
隊
の
空
母
と
攻

椴
型
原
潜
は
、
ト

マ
ホ
ー
ク
と

A

L

C

＊
⑬
 
M
に
よ
っ
て
ソ
連
の

中
距
離
核
戦
力
を

け
ん

強
力
に
牽
制
し
つ
つ

、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

の
海
中
核
要
塞
に
い
つ
で
も
攻
撃
を
か

け
ら
れ
る
と
い
う
能
力
を
ソ
連
側
に
「
示

し
て
」

お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
抑
止

の
優
越
」

が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
日
本
は
こ
の
示
威
行
動
に
基
地

（
横
須
賀
、

三
沢
、
佐
世
保
、
沖
縄
な

ど
）
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た

示
威
行
動
に

直
接

・間
接
に
加
わ
る
（
リ

ム
。
ハ
ッ
ク
演
習
、
フ
リ
ー
テ
ッ

ク
ス

演
習
、

＊
⑭
 

チ
ー
ム
・
ス
ビ
リ

ッ
ト
演
習
）
こ
と
に

よ
っ
て
、
戦
略
核
か
持
ち
込
み
、
中
距

離
核
が
区
分
し
た
、
北
西
太
平
洋
に
お

け
る

「
核
の
磁
場
」
へ
自
ら
求
め
て
参

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の

中
で
、
米

▲トマポーク搭載可鮨な駆逐艦オルデンドーフ

(1984年 10月横須賀）

一
方
、
ア

メ
リ
カ
に

遅
れ
た
と
は
い

え
、
「
対
等
と
均
衡
」
を
基
本
と
す
る

ソ
連
の
核
戦
力
も

（
米
政
策
立
案
者
の

予
測
を
完
全
に
く
つ
が
え
す
形
で
）

、

海
洋
を
広
大
な
対
米
核
攻
撃
基
地
と
し

て
入
手
す
べ
く
世
界
の
海
へ
、

「
外
洋

化
」

の
実
積
を
積
み
上
げ
る
方
向
へ

と

動
い
て
い

<
0

70
、9
代
末
に
は

S

S
ー

zー
8
S
L
B
M
に
よ
っ
て

オ
ホ
ー
ツ

ク
海
か
ら
米
本
土
ほ
ぼ
全
域
を
核
攻
撃

で
き
る
よ
う
な
態
勢
を
つ
く
り
、
や
が

て
こ
こ
を
強
大
な
海
中
核
要
塞
に
か
え

て
し
ま
う
。
第

二
次
大
戦
前
の
地
理
図

鑑
に

「
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
の
サ
ン
フ
ラ

ン

シ
ス
コ
」
と
紹
介
さ
れ
た
ペ
ト

ロ
。ハ

プ

ロ
フ
ス
ク
が
ソ
連
戦
略
原
潜
の

根
拠
地

と
な
り
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
拠
点

と
す
る
太
平
洋
艦
隊
に
は
戦
略
原
潜
と

「
核
の
海
」
を
防
護
す
る
任
務
が
筆
頭

に
課
せ
ら
れ

る
時
代
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
に
定
着
し
つ
つ
あ

る
「
基
地

と
海
洋
戦
略
」
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

次
の
よ
う
に
要
約
で

き
る
。

〇
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
ア
ラ
ス
カ
湾
を
戦

軍
は
空
母
群
に
よ
る
ソ
連
核
華
地
へ

の

先
制
攻
撃
を
も
辞
さ
な

い

「
戦
時
海
洋

戦
略
」

を
採
用
し
、
戦
艦
ニ

ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ

ー
お

よ
び
ミ
ズ
ー
リ
を

「
ト
マ
ホ

ー
ク
母
艦
」

と
し
て

太
平
洋
艦
隊
に
配

備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て

、
中
距
離
核
戦

力
に
よ

る
前
進
包
囲
網
を
完
成
さ
せ
よ

う
と

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
グ
ァ
ム
某

地
の
B52、

三
沢
某
地
の

F
1
6
も
、
そ

の

一
翼
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
は

言
う

ま
て
も
な
い
。
と
同
時
に
、
明
白
こ
の

上
な
い
事
実
と
し
て
、

日
本
列
島
を
は

じ
め
フ
ィ

リ
ビ
ン
、
グ

ァ
ム
、

ミ
ク

ロ

ネ
シ

ア

（
サ
イ

。ハ

ン
、
テ
ニ
ア
ン

、
パ

ラ
オ

）
の
島
々
は
、
太
平
洋
を
舞
台
と

す
る
限
定
核
戦
域
に
自
ら
を
囲

い
込
ん

で
し
ま
っ

た。

「
基
地
と
海
洋
戦
略
」
は
、
核
時
代

＊
⑮
 

の
大
艦
巨
砲
と
も
い
え
る
ト
マ
ホ

ー
ク

を
媒
介
と
し
て

、
太
平
洋
民
衆
の
上
に

大
き
く
重
く

の
し
か
か
っ
て

い
る
の

で

あ
る
。

ま

え

だ

て

つ

お

1
9
3
8
年
福
岡

県
北
九
州
市
生
ま
れ
。
長
崎
放
送
記
者

を
経
て
、
軍
事
・
核
問
題
評
論
家
に
な

る
。
著
書

に
は

『棄
民
の
群
島
』『
ミ
リ

タ
リ
ー
・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
』
等
が
あ
る

核
時
代
の
大
艦
巨
砲

ト
マ
ホ
ー
ク

⑦
核
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
さ
れ
る
と
大
気

圏
外
ま
で
と
ぴ
、
弾
頭
が
山
な
り
の
弾
道

曲
線
を
描
い
て
目
標
に
落
下
す
る
ミ
サ
イ

ル
。
I
C
B
M

（
大
陸
間
弾
道
弾
）
が
代

表
的
で
あ
る
。

中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル

の
な

か
で
は
、
パ

ー
シ
ン
グ
Il
（米）

S
S
2
0

（ソ
連
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

⑧
核
の
一
＿
一
本
柱

I
C
B
M

米
ソ
両
国

が
本
土
か
ら
直
接
に
相
手
国
内
を
狙
え
る

ミ
サ
イ
ル
。
戦
略
爆
撃
機
政
治
、
産

業
中
枢
な
ど
の
戦
略
目
標
を
攻
撃
す
る
能

力
を
も
つ
大
型
爆
撃
機
。
ア
メ
リ
カ
の

B

5
2
が
代
表
的
で
あ
る
。

S
L
B
M
1

潜

水
艦
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
I
C
B
M
。

⑨
S
S
N
_
8
S
L
B
M
1
9
7
2
1
3
 

年
に
配
備
さ
れ
た
ソ
連
の
潜
水
艦
発
射
弾

道
ミ
サ
イ
ル
。
射
程
距
離
7
、
8
0
0
i

9
、
1
0
0
k
m
o

⑲
限
定
核
戦
争

「
戦
域
核
戦
争
」
と
も
い

わ
れ
、
一
挙
に
I
C
B
M

（
大
陸
間
弾
道

弾
）
を
射
ち
合
う
全
面
核
戦
争
で
は
な
く
、

核
兵
器
の
使
用
地
域
、
攻
撃
目
標
、
贔
、

威
力
な
ど
限
定
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
し
な

が
ら
、
自
国
の
壊
滅
を
さ
け
つ
つ
相
手
を

屈
伏
さ
せ
る
と
い
う
構
想
。
先
制
攻
撃
を

伴
う
。

⑪
S
S
2
0
1
9
7
7
年
ご
ろ
か
ら
旧
型
S

s
4
、
5
に
代
り
ソ
連
が
配
備
を
は
じ
め

た
I
R
B
M
へ》

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
N
A

T
O
諸
国
か
ら
ソ
連
合
威
の
声
か
上
か
り
、

戦
域
核
近
代
化
計
画
の
発
端
と
な

っ
た
。

射
程
距
離
は
4
、
8
0
0
1
6
、
4
0
0

km
の
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
。

⑫
先
制
第
一
撃

先
制
攻
撃
，ご

つ
い
て
国
防

用
語
事
典
（
朝
雲
新
聞
社
）
は
次
の
よ
う

に
い
う
。
相
手
の
機
凡
を
制
し
て
攻
撃
を

加
え
る
こ
と
。
相
手
が
戦
闘
態
努
を
充
分

と
と
の
え
な
い
う
ち
に
先
制
攻
撃
を
加
え、

そ
の
戦
争
遂
行
能
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
否
か
が
、
勝
敗
の
分
れ
目
。

⑬
A
L
C
M

空
中
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
C

ト
マ
ホ
ー
ク
の
兄
弟
分
と
も
い
え
る。

B

5
2
爆
撃
機
に
、

1
機
当
リ
12
某
搭
載
で
き

る
。
射
程
は
2
、
8
7
0
k
m
o

⑭
リ
ム
バ
ッ
ク
演
習
、
フ
リ
ー
テ
ッ
ク
ス
演

習
、
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
演
習

い
ず

れ
も
太
平
洋
地
域
て
行
わ
れ
て
い
る
ア
メ

リ
カ
を
中
心
と
し
た
対
ソ
海
洋
・
限
定
核

戦
争
を
前
提
と
し
た
大
規
模
演
習
。
リ
ム

バ
ッ

ク
は
2
年
に

1
同、

中
部
太
平
洋
で

日
本
を
含
む

5
ヵ
国
が
参
加
。
フ
リ
ー
テ

ソ
ク
ス
は
北
西
太
平
洋
で
ア
メ
リ
カ
海
箪

が
実
施
。
チ
ー
ム

・
ス
ピ
リ
ソ
ト
は
、
毎

年
ア
メ
リ
カ

・
韓
国
軍
に
よ

っ
て
実
施
。

⑮
大
艦
巨
砲

超
大
日
径
砲
を
積
ん
だ
戦
艦

を
中
心
に
海
軍
力
を
強
化
、
整
備
し
て
い

く
や
り
方
3

L

I

露
戦
争
、
第
1
次
廿
界
大

戦
後
、
列
強
諸
国
か
競
っ
て
大
艦
巳
砲
の

戦
艦
を
つ
く
っ

た
。
日
本
の
戦
艦
大
和
級

ア
メ
リ
カ

の
ア
イ
オ
ワ
級
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
は
同
型
）
ぱ
項
点
i
一し
て
最
後
の

も
の
で
あ

っ
た
。
第
2
次
世
芥
大
戦
後
は
、

空
母
と
潜
水
艦
に
煎
点
が
移

っ
た
。
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